道東トレセンレポート
２００８年７月２０・２１日　　北見市　モイワスポーツワールド

監　督　菅原　則幸

コーチ　小野　弘之・西村　義仁

　６月中の運動会や学校行事などのため、全員が集まる練習は１度だけという練習不足のなか、どこまで、各地区の選抜チームと闘えるのか、また、８月５日からの小樽の全道選抜大会に向けての課題（改善点）をどの程度に設定できるのかという気持ちで２日間の試合に臨みました。

　チームとしては、“チャレンジ＆ファイト！”色々なことに積極的に挑戦する向上心と試合にも試合中の１対１なども、あらゆることに闘う気持ちをもって、絶対に負けない強い気持ちで大会に臨むことをテーマとしました。

　試合結果は、全ての試合が惨敗だったといってもよい結果でした。

　その中で、選手たちが自分たちで感じ取ったことは、ファーストタッチの大切さとコンタクト（あたり）の強さ、アプローチの早さ（相手からのプレッシャー）だったと思います。
　当然、これまでのトレーニングでもこのことは言っていますが、コーチに声をかけられ改善を要求されて、頭で理解できても実際のプレーに結びつくには、かなりの反復が必要だと考えていました。

　今大会では、根室管内では体験できない、相手からの厳しいプレッシャーの中でプレーをし、選手は、特に体で感じ取ったのだと思います。

　そのことは、２７日のトレーニングでもはっきりと意識に現れていました。

　狭いグリット【１０ｍ×１０ｍ程度の四角】のなかに１５人の選手が入り、コーチ３人がディフェンダー（ＤＦ）となり、プレッシャーをかけながらのコミュニケーションパスでは、これまでも、ＤＦのプレッシャーを受ける前にボールを放すこと、コントロールからパスまでのスピードを上げること（２秒ルール）、ＤＦのプレッシャーを受けていない見方とコミュニケーションをとり、正確にパスをつなげること、それらのためにパスが来る前に味方の位置、ＤＦの位置、スペースを観ることを徹底していました。

大会に行く前のトレーニングでは、声かけされたときは、プレーにでるがそれ以外の時は、緩慢なプレーにもどるという繰り返しでしたが、大会後には、あきらかに必死で取り組む姿勢がみえ、今大会の最高の収穫であり、より精度を上げていくことが小樽での全道選抜大会につなげていく課題ともなりました。
さらに、８人制であるため、攻守の切り替えのスピードアップを試合中の課題としましたが、１１人制サッカーのポジショニングの弊害なのか？自分のポジションにこだわりすぎ、ディフェンスポジションからカバーリングやサポートポジションからゴールを狙える位置への移行、ＤＦの前線への移動など、オフザボール（ボールを持っていないとき）の動き出しが乏しく、攻めきれない・・・守りきれない・・・！という試合展開を行っていました。これも、トレーニングで改善していくべきところです。
生活面では、５年生のときの三笠遠征では、自分から発言するということがほとんどない、静かな選手たちでしたが、１学年分の成長なのか、積極的かつ、自分の考えをはっきりと発言する選手が増えてきており、これは非常に喜ばしいところです。
また、食事に時間がかかりすぎるのも問題でしたが、意識をもってしっかり食べればこれも序所に改善できるところだということがわかりました。指導者側から何も注文つけずに食事を始めると、食べ終わるまでに平気で１時間を費やす選手が多くいましたが、遊び食いは良くないことで、集団生活にはなじまないことを伝えると、きちんと食べるように努力していました。
仲間を大切にすること、仲良くすることは当然の行動として、他の生活面での意識をあげるように次の遠征もいってきたいと思っています。

